 別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人的・物的被害に関する報告（平成23年４月　　日作成）

学校名・作成者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　人的被害の状況（園児、児童、生徒及び教職員の状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	計
	園児・児童・生徒
	教職員

	死亡
	行方

不明
	負傷者
	死亡
	行方不明
	負傷者
	死者
	行方不明
	負傷者

	
	
	重傷
	軽傷
	
	
	重傷
	軽傷
	
	
	重傷
	軽傷

	
	
	
	
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女
	男
	女

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記の詳細
	


２　物的被害の状況（幼稚園、学校の状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：面積㎡、被害額千円）
	被害額

合計
	建物
	工作物
	土地
	設備
	その他

	
	全壊・全焼・流失
	半壊・半焼
	一部破損
	床上浸水
	床下浸水
	
	
	
	

	
	被害面積
	被害額
	被害面積
	被害額
	被害額
	被害額
	被害額
	被害数
	被害額
	被害面積
	被害額
	被害数
	被害額
	被害額

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	上記の詳細
	


３　保護者の状況（在籍する園児、児童、生徒の生活の基盤となる保護者の状況）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
	人的被害
	物的被害
	世帯収入の著しい減少世帯

	死亡
	行方不明
	全壊・全焼・流失
	半壊・半焼
	

	父
	母
	父
	母
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	上記の詳細
	


４　被害のあった学校の要望及び支援のニーズ
	要望及び

支援の内容
	


５　被害のあった生徒の受け入れ状況（他園、他校からの受け入れ状況）
	受け入れ者数及び状況
	受入者数
	　　　名
	保護者の状況
	


注）物的被害状況の写真の添付をお願いします。
（参考）

上記の判断基準は、概ね次のとおりとする。
	人的被害の状況
	死者
	死体を確認したもの、又は死体を確認することができないが死亡したことが確実なもの

	
	行方不明
	所在不明となり、かつ死亡の疑いのあるもの

	
	負傷者
	重傷者
	1月以上の治療を要する見込みのもの

	
	
	軽傷者
	1月未満で治療できる見込みのもの

	物的被害の状況
	全壊・全焼
・流失
	　建物の損壊、焼失もしくは流失した部分の床面積がその建物の延べ床面積の70％以上に達した程度のもの、又は建物の主要構造部分の被害額がその建物の時価の50％以上に達した程度のもの

	
	半壊・半焼
	建物の損壊が甚しいが、補修すれば元通りに再使用できる程度のもので、損壊部分がその建物の延べ床面積の20％以上70％未満のもの、または建物の主要構造部の被害額がその建物の時価の20％以上50％未満のもの

	
	一部破損
	建物が半壊に達せず、ある程度の補修を加えれば再びその目的に使用できる程度のもの

	
	浸水
	床上
	浸水が建物の床上に達した程度のもの

	
	
	床下
	浸水が建物の床上に達せず、床下に溜まった程度のもの

	
	被害面積
	被害を受けた全面積

	
	被害額
	原形に復旧するのに要する費用（業者から見積もりを徴している場合はその額、徴していない場合は概算額）

	
	被害数
	工作物や設備が数ケ所被害を受けている場合は、その一体として換算する

	保護者の被害の状況
	世帯の著しい減少世帯
	地震・津波被害により保護者の勤務先が倒産及び縮小により納付金を納入することが困難な世帯など



